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天国の秘密 (ルカ13:18-21)
　だれでも幸せになりたいと願って人生を頑張って生きています。それにもかかわらず、時間が経っても科学や技術が発展していても、その願いとは裏腹に不幸、苦しみ、問題は増すばかりであるということが正直な私たちの告白ではないでしょうか。願ってもない不幸が襲いかかり、苦しみの中を歩いていく。そこでもがいてあがいているにもかかわらず、なぜ解けないのか。なぜその問題から逃れることができないのか。またその疑問を持って学者は学者なりに、宗教の人は宗教なりに、政治家は政治家なりにいろいろな意見を述べています。しかし、聖書はこのように語っています。この地上でのこと、人生のことは、人によって、地にあるものによってどうにかしよう、解決しようとしても絶対に解けないものです。それが問題です。頑張ることが悪いことではありません。努力することが悪くはありません。でも、地上での問題を地にあるもので何とかしようとすることは、結局答えに至ることはできません。地上の問題、地上での不幸、苦しみを解決することは天にあるものによって可能になる、これが聖書の教えです。そのことを聖書は神の国と言います。神の国が臨まれることによって地上での何をどうしても解けない問題が解けるし、不幸な人が幸せになれるし、苦しみの中を歩いている人生が苦しみから解放されるようになります。でも、いまだ多くの人が「どちらがより良い方法なのか。これをやってみたらうまく行かなかった。また別の方法があるのではないか。あれを手に入れて頑張ってみようか」といろいろな工夫をしていますが、それ自体は悪くありません。人に裏切られてがっかりしている者は物に執着したり、あるいは動物やペットに趣味にのめり込む場合もあります。それは理解できないわけではないのですが、そこに解決の答えはありません。地上のものから地上のものに移るということは結局、さまよい続けることであって答えはそこにありません。それで聖書は私たちに教えています。地上のもの、人生の問題は天のものでのみ解決できるものです。家族の様々な問題によって悩んで苦しい思いをしている学生さんもいます。その家族が変われば、あるいは家族がいなくなればこの問題はよくなると皆思うでしょうが、それで青少年はそちらの方向に突っ走ります。それは誤解です。気持ちは十分理解できますが、もう一つ違うパターンでさまようだけです。ですから、ぜひ今日礼拝をささげている兄弟姉妹の皆さんは天の御国、神の国、天国と言う言葉を答えとして約束として握っていただきたいと思います。人類の希望であり、地球の希望であり、人生の希望です。神の国、天にあるものによってのみ幸せになれるし解決できるものであること、これが聖書の教えです。それでイエスさまがこの地上に来られたときの第一声が「悔い改めなさい。天の御国が近づいたのだから。天の祝福が来たのだから。神が来られたのだから」でした。これ以外には解決の方法はありません。そういう意味で私たちは神の国、天の御国がどのようなものなのか、どんな性格を持っているのかということを分かっていないといけないと思います。そうでないと神の国が答えなのに誤解して多くの祝福を、素晴らしい答えを逃してしまう可能性がありますので、そのようなことがないようにしなければいけません。答えは神の国です。アフリカの問題、中東のイラク、イランの問題の答えは何でしょうか。アメリカの軍隊でもないし大統領が変わることでもありません。軍事政権が民主政権に変わることでもありません。すべてが地上での効果に過ぎないものであります。天からの祝福が与えられないといけない者です。それが答えです。そのようにうなずいて心からアーメンしますか。答えは神の国です。ただ「神の国」ではなく約束として握ってください。それならば神の国の祝福を味わい、神の国が何なのか、神の国において成功しないといけないのではないでしょうか。それが当たり前な筋ではないでしょうか。そのような意味合いを持って神の国を今日聖書ではどのように述べているのかということを見ていきたいと思います。
　

　イエスさまは地上に来られていろいろなことを教えて見せられましたが、イエスさまに従っていた人たちはほとんど人間的な基準から見たときには疎外されている者、無視されて当然な者、弱者、暗いところに隠れている群ればかりで集まっていて、少し人間的に偉そうで何かを所有して勉強している者、いろいろな意見を持っている者はイエスさまのことを無視していました。そのようないろいろな流れの中で今日これをおっしゃいました。神の国を何に例えればよいのかと。それでこのようにおっしゃいました。「それはからし種のようなものだ」と。からし種とはどんなものでしょう。見たことがありますか。からしをおでんにつけて食べることはありますが種を見たことがあるでしょうか。からし種はほぼ肉眼では見えないくらい小さいものであるそうです。エルサレムなどに旅行に行った人はそれをお土産としてほとんどが買ってくるみたいですが、何かラップみたいなものに包んでいないとすぐになくなってしまうそうです。それほど小さなものです。存在感がありません。ちっぽけな存在です。それから、もう一つパン種のようなものだと言いました。パン種とは何ですか。イーストです。酵母です。これも目にほとんど見えないくらい小さなものです。神の国をそれに例えています。つまり、神の国の始まりは、天国のスタートはとてもしょぼいものです。華やかさなどとは遠く離れているものです。これが神の国の秘密です。世の中の人々は神の国、人生の答えとなると、ものすごく華やかな、そして、光り輝くなにかというイメージを持つしかありません。それが世の中の基準です。その基準から見たときにはからし種、パン種のようにものすごくしょぼくて、人々が素通りして無視するようなものです。それが神の国の始まりです。つまり、神様からご覧になったときに高慢な人間、「もう人間で十分だ。神様なんていらないよ。私たちで頑張ればできるよ」と努力すれば、勉強すれば、発展すれば、そうすれば大丈夫だと思う人には見えないようになっています。それが天国の祝福です。神の国が答えであり、神の国でなければ人生の人類のさまよいは終わりがありません。その最後は滅びるしかありません。それなのに、答えは神の国しかないのにそれが見えません。それを素通りしてしまいます。あるいはあざ笑って無視してしまうような形なのです。神の国は。それで多くの人が勘違いしてしまいます。「そんなはずがないよ」と。

聖書にはそのような証拠、お話ばかりです。旧約の聖書を見るとエサウとヤコブという兄弟がいます。エサウがお兄さんでヤコブが弟です。当時の社会は長男が必ず祝福されてすべてを受け継ぐようになっていました。長男の立場と言うのはものすごいところなのです。だから、当たり前に神の祝福が長男のエサウの方に行くだろうと親もそう思っていたのですが、神様はおっしゃいました。エサウではなくヤコブにと。また人間的に見たときにもエサウは男らしく、趣味、職業は狩りのようなことをやっていて、弟のヤコブはお母さんを手伝っていました。今はそれが良い子と言われるかもしれませんが、昔は男がキッチンに入ってお母さんの手伝いをしながらコソコソしているというのは「あれは男じゃないよ」と思われる時代でした。でも、ヤコブはそのような人間でした。性格的にもものすごくころころ変わるような性格です。それにもかかわらずヤコブの方に神の祝福が臨まれるようになりました。これが天の御国、神の国の秘密です。

ダビデと言うイスラエルの最高の王様として神に祝福されていた人も、９人きょうだいの中で末っ子でした。末っ子というのも一番無視されるような立場で、しかもその中の８人までは子どもとして待遇され扱われていたのですが、末っ子はどういう理由かわかりませんが一番ひどい下っ端の汚れた汚い仕事を任されたりする立場でした。それで預言者が来たときにも８人の兄弟を見せてダビデは呼ぶこともありませんでした。それほどでした。けれども、その８人のお兄さんではなくて、野原で羊の番をしていた末っ子ダビデを呼んでくださいとダビデを祝福しました。末っ子だから祝福されるという意味ではなく、天国の秘密というものは私たちが人間的、肉体的、常識的に考えているような基準では見えないものです。そのスタートはからし種のようにパン種のようにしょぼいものでした。人が見たときには「あれが本当に答え？あれが祝福？あそこに人生の答えがある？あれがいのち？あれが本物？あれが真理？笑っちゃうよ」と思うような形です。ぜひ覚えていてください。イエスさまがバプテスマのヨハネのことを言うときにもこのような話をしました。「あなたがたは野原にいて何を期待して何を見に行ったのか。ものすごい衣を着ている、宮殿から出ているものを見に行ったのか。そうではないでしょう」。バプテスマのヨハネは変な皮袋みたいなものを着てイナゴを食べる者でした。しかし、そこに人生の答えが隠れていました。神様はそのようにスタートをしています。
それから、マタイの福音書１章を見るとイエスさまの血統、家系図が書かれています。それを見ても普通はイエスさまはキリストであり王様なので、ものすごい内容だとだいたいがそのように想像するでしょう。でもその中を見ると女性の名前が４人も入っています。当時、女性は名簿に入ることができませんでした。とても申し訳ありませんが、当時は女性は人を数えるときの人数に入りませんでした。人として計算されていなかったのかどうかはわかりませんが。今を生きる女性の方々は喜んでください。不平不満などは全部捨ててください。今は女性が上でしょう。男性は女性の機嫌をしっかりとらないと食事もできない、そのような時代になっているようです。でも当時はそうでした。それなのに、そのような状況の中で女性の名前が４人も入り、しかもその４人の経歴を見るとひとりは異邦人、ひとりは遊女の出身という感じです。でも、そこがイエスさまの先祖に当たる人になっていたのです。一番代表的な、象徴的な内容はその天の御国の主人公、キリストであるイエスさまが誕生されたときに満室だったので部屋が無く、馬小屋みたいなところで生まれました。王の王、人類の救い主イエスさまが泊まる部屋がなく馬小屋のようなところでお生まれになりました。それから、その最後は十字架の死刑に預かり悲惨な死をもって最期を迎えられました。それで皆「あれが何がメシヤなのか。私たちの希望があそこにあるのか。自分を救うこともできないくせに」とあざ笑われるような格好でした。でもイエスはよみがえられイエスはキリストでした。イエス・キリストを信じる者は天の御国を所有し、その神の国の主人公になります。

それから、そのイエスさまが地上で働いていらっしゃったときに、先ほど冒頭で申し上げましたように、ほとんどがガリラヤ出身の人でした。ガリラヤというのは、当時、地方の中で一番遅れているところ、一番田舎、しかもその中でも漁師出身と言うのは仕事の中でも一番下っ端の仕事でした。そのような人々がほとんどの弟子であり、またイエスさまの周りに集まってくる人は人間的な基準から見たときには正常な人がいません。障害者、精神的におかしい人間、遊女出身、売国者と呼ばれていた者など、そのような人間ばかりでした。それで当時、自分は正常だと、自分は頑張っていると思っているパリサイ人や普通の人が見たときには「何あれ。預言者、メシヤと言っているけれど何あれ。預言者なら、メシヤならあんなはずがない」と思うしかないような状況、格好でした。それで多くのユダヤ人、パリサイ人がつまずいて離れていくようになりました。天の御国、神の国はからし種、パン種のようなものです。しょぼいです。素通りするしかない、あざ笑うしかない格好です。特に初代教会を見ても当時のユダヤ教、国全体の雰囲気から見たときには、120人ほどの砂の一点のようなわずかな人で、しかも、女性が７０％以上でそこに集まっている男性も先ほど申し上げましたように社会的背景もない、学歴もない、本当に普通の基準から見たときには無視されて当然な人ばかり集まっていました。しかし、そこに神の国が臨まれ、神の国はそのような形でスタートしました。それで、知らないとだまされるしかありません。人類の多くの人がだまされてしまいます。神の国はからし種、パン種のようなものだ。これが天国の秘密です。だまされないようにしてください。元々そのようなものです。つまり、言葉を変えますと神様はある意味、意地悪な方です。高慢な者を退けるために、私たちが抱えている弱さ、様々な不幸などは実は単なる弱さ、不幸ではなく、この唯一の答え、希望と幸せである天の御国、神の国を入れてそれを隠すための器なのです。これが秘密です。でも、人々はうわべ、外見ばかり見て「えーあれが真理なのか。あれが本当に答えなのか。あそこに人生の希望など見られるか。あるかよ」というようにつまずくのです。それが天国です。最初から皆さん、もしかして華やかな何かの期待があったならば早く考え直してください。それで多くの人が教会に来て、普通の少し安定している人が教会にたまたま来たときにはほとんどつまずいて来なくなります。その理由が何かと言うと、申し訳ありませんが今この場にきちんと座っている皆さんを見てみると、自分の基準から見たときには「なにこれ。なんでこんな変な人間ばかりいるの」と思うようなところがまず教会だからです。それがスタートです。それを見て、「これは違うよ」と去っていくようになります。そのようなことにだまされないでください。そういうものです。彼らの目には見えないでしょう。もちろん皆さんは美人でハンサムですが皆さんのような器の中に宝であるキリスト、神の国が隠されていることは見ることはできません。それで偉そうに何かを見たかのように、何かわかっているかのようにして去って行ってしまいます。なんとかわいそうでしょう。なんて残念でしょうか。神の国のスタート、神の国の始まりはそのようなしょぼいものです。私の今の実力では日本語でこれ以上の言葉が見当たらなかったので、辞書を調べてもよく見つけることができず、この「しょぼい」と言う言葉しか使えないのですが、「貧乏くさい」というように限られた表現にするのもいけないので、とにかくそのようなものです。からし種、パン種、見えないものです。存在感がありません。ある人は言います。「イエスさまを信じてください」と言われ「いや、私はクリスチャンは嫌です。人が嫌と言う意味ではなく、なぜかというと弱々しい姿で神様助けてくださいと涙を流すが私はそんなのは嫌です。私は自分の力で最後の最後まで頑張ります。だから、そんな弱々しい形、それがキリスト教であれば嫌です」と言います。彼らはよく分からないから始まりはそんなにしょぼいのですが、その中に神の国、神様を隠すための神様の意地悪であり神様の作戦でもあるので、そこにいのちが入っているので、それが３０倍、６０倍、１００倍になってあなたがたが理解できない勝利の人生を歩むようになります。自分の人生で精一杯ではなく、彼は「最後までやって失敗したのならそれは仕方ない」と格好つけています。そうです。素晴らしいです。でもイエスさまを信じること、神の国を理解できないから神の国はしょぼく見えるでしょうけれど、それが神様のお招きの方法です。神の国はそこに留まりません。これは秘密です。あなたのように「失敗したら仕方がない」ではなく、失敗しないで必ず勝利する秘密がそこにあるのであれば、わざと格好をつけて「失敗してもしょうがないよ」としないで勝利の道を選ぶのが当然ではないでしょうか。キリスト教はそういうものです。そのような話をした覚えがあります。神の国、だまされないように。スタートや外見や器によってだまされないように。

それでイエスさまがおっしゃいました。からし種でありますが、それを庭に蒔いたところ成長して木になり、目にも見えないくらい小さいものが大きな木になり枝が豊かになり、そこに鳥が住みつくようになります。だれがからし種を見てそれを想像できるでしょうか。それが神の国です。スタート、外見を見ると障害者、社会から疎外されている者、頭の悪い人間、不幸に襲われている者、精神的に悩んでいる者、弱々しい者、お金の無い者、そのような人ばかりいるかのように思われるかもしれません。しかし、そこに神の国、いのちの祝福が与えられるので、それが木になり多くの鳥がそこで休みをとることができる避難所になります。
それからまたおっしゃいます。パン種のようなもの、その目に見えないようなものを小麦粉の中に入れると何になるかと思うでしょう。一晩、寝て起きてみるとそれがこんなに膨らむのです。こんなに小さなパン種によってそうなるとはだれも想像できません。これが神の国です。人々は形を見て、外見を見て、人間的な姿を見て無視し、「何ができるか、そこに何の良いものがあるのか、幸せなのか」と思うかもしれません。彼らがその目から涙が出る日があるのです。彼らはびっくりするでしょう。ある日、大きな木になって膨らんでその神の国は結局は最終的に周りのすべてを吸い込む力です。これが神の国です。イエス・キリストが神の国です。イエス・キリストを信じて受け入れることが神の国なのです。先ほど申し上げましたようにダビデは末っ子で無視されていました。そのダビデが王様になり単なる王様ではありません。イスラエルの王の中で最高の王であり、神の栄光を全世界に示すことができた王様になるとだれが想像したでしょうか。しかし、神様はそのしょぼいときから、もっと正確に申し上げると生まれる前からそのような計画、プランを持ってダビデを召されました。でも、最初に召されたときにはそんな形です。

ヨセフと言う人がいました。ヨセフはいじめられて奴隷になったり、濡れ衣を着せられて刑務所に入れたりたり、そんな不幸がずっと続いていました。けれども、本当にパン種、からし種のように「奴隷じゃないか。一番末っ子でいじめられっこではないか」と見えてきたのですが、ヨセフが行く所々でヨセフの周りは全部変わりました。奴隷のときはその奴隷の周りが、刑務所に行くと刑務所の周りが、最終的には総理大臣になりましたが、総理大臣になったときには世界が変わりました。これが神の国です。しょぼいからと言って勘違いしないでください。特にクリスチャンの私たちが神の国を所有している主人公なのに自分がどんな存在なのかアイデンティティが分かっていません。ついつい外見にだまされ正しい聖書的な勇気、大胆さなどもみな忘れています。なぜでしょうか。しょぼいからです。それは誤解です。初代教会は本当に一粒のようなものでふと吹かれると飛んでいくような存在でした。最初、ある意味だれも気にしていませんでした。それからちょっと成長すると迫害をして、抵抗をする力もないし抵抗することもしないし、神の国ですから。やられっぱなしであるものを片づけると全部潰れて散らばって形もありません。皆、洞窟の中に入って隠れて、ときにはそこで病気にかかって死ぬ場合もあります。捕まって死刑台にのぼり火をつけられて殺される場合もあるし、獅子に食われて死ぬ場合もあるし、弱々しくて何もできないような、これで全部絶滅するのではないかと思われるようなことがずっと続いていました。けれども、その初代教会が２５０年の後、ローマの国の宗教として認めざるをえないところまで行きました。それが神の国です。多くの人が誤解しています。権力のある者、金のある者、力ある者が上から抑えていけばこれでどうにかなると思うのでしょうが、神の国はそうではありません。やられっぱなしで何の抵抗もしない、できないのでしょうが神の国はすべてを変えていきます。すべてを吸い込んで、結局は霊的な意味で、また肉体的な意味もそこにはありますが最終的には皆ひざまずいて屈服するようになります。これが神の国の秘密です。ただ屈服と言うのは否定的な意味ではありません。先ほどの枝に鳥が巣をつくるという例えにあるように、権力を握ってもお金があっても頑張っても本当の安らぎ、人生の幸せを得られなかった世の中の多くの人々がしょぼく見えて無視されていた、しかし、神の国を持っている人々の力によってそこに住みつくようになります。そこを避難所にして、そこで安らぎを得るようになる、そんな国会議員もできない最高の役割をまっとうするようになります。これが神の国です。今現在の皆さんの在り方を照らしてみると、少し遠い話のように思われるかもしれません。だから、考え方を直してください。このような神の国を私が持っているのだと。なぜそんなにしょぼいからし種のような者なのに。皆さんイエス・キリストを信じることがたいしたことではない、皆さんの受験より、ロトの宝くじより、家族愛よりずっとちっぽけなもののように思われるかもしれません。それは誤解、勘違いです。小さなものではありません。一見、そのように思われるかもしれませんがそこには唯一の神のいのちがそこに入っているので、それは成長し３０倍、６０倍、１００倍の実を結ぶようになります。皆さんが今イエス・キリストを信じていらっしゃることを絶対に小さく考えてはいけません。わかりますか。皆さん自分自身のことを含めて皆さんが関わっている人々や、そして、皆さんの残りの生涯すべてを全部取り上げて３０倍、６０倍、１００倍の実を結ぶようになり、必ず膨らませてすべてを変えていくと言う美しい夢を持たないといけません。なぜでしょうか。どんなに形がしょぼくてもスタートはそういうものですからだまされないように。私の中に今臨まれているイエスを信じることによって与えられた神の国、イエスさまを信じることは小さいことではありません。すべてを変えていく力です。台風より強い力です。それでその力のことを表現している聖書の言葉が語源になって「ダイナマイト」と言う言葉が出ました。それが神の国です。小さなことではありません。
それから、今皆さんがイエスの福音を分かち合って、だれかがこのからし種のように見えるイエスの福音を聞くようにその働きをしたり、その奉仕をしたり、そのために祈ったりすることは何ともない小さなことのように思え、すぐさま大きな形にならないから小さいことのように思うかもしれません。絶対誤解です。小さいことではありません。考え方、姿勢を正してください。そうではありません。

それで最後にイエスさまがおっしゃいました。聖霊が臨まれると神の国の力が爆破すると。エルサレムからサマリヤ、ユダヤ、全土、地の果てにまでわたしの証人になります。というのはどういうことでしょうか。神の国が臨まれている。神の国を所有している者、イエスを信じていのちを持っている者は自分自身をはじめ、自分の周りから、この社会、民族、様々な分野で世界を変えていくのだ。そういう力です。信じてください。
イエス・キリストを信じることはそういうことです。他に何かイエス以外に何かに加わって何かが必要であるかのようにする思いは全部カットしてください。イエスを信じると神の国に預かります。神の国の所有者になります。その神の国を皆さんの中に入れるために神様は不幸を与えられ弱さを与えられ、障害を与えられいじめを与えられ精神的な問題も与えられ霊的な様々な障害も与えられ、そこに入れていらっしゃいます。周りから見ると何これと思うような。だまされないように。それで良かったことです。パウロは刑務所の中で告白しました。第２コリント４章６節から１０節を見ると「四方八方から苦しめられても窮することはありません。倒されても滅びることはありません」とあります。いろいろなことがあっても、私自身は壊れやすい土の器のような者です。だから、皆誤解しています。何ができるか。どんな良いことがあるのか。しかし、その中に宝であるキリストを持っています。だから、神の国を所有している、イエス・キリストを心に救い主として受け入れている人は必ずすべてを変える力になります。イエス・キリストを救い主として心に受け入れたということは皆さんが考えているような小さいことではありません。人類、地球、人生最高の奇跡であり、一番大きな祝福です。その瞬間、皆さん気づいていないでしょうが神の国が皆さんに臨まれました。その神の国は何でしょうか。皆さん自分自身を性格がどうであれ皆さんも変えていきます。皆さんの努力ではなくてそのいのちの力が皆さんをも変えていきます。「おおハレルヤ。神を見上げます。私は神によって幸せです。神の力によって生きていきます」そのような告白ができる者になります。「私は今日死んでも大丈夫です。天国の希望の内に歩いている者だから。私には乏しいことがありません。私の残りの生涯は今までのように世の中の人が求めているように何を食べるか何を着るか、だれに認められるか、だれが認めてくれていないのかなどのテーマは全部切って、神の国が宣べ伝えられこのイエスのいのちの福音が宣べ伝えられることのために残りの生涯があります」と心から告白する者に変わります。何がそうさせますか。いのちがあると変わります。必ず変わります。これが神の国です。パン種が入って膨らんだように皆さんが変わり皆さんの周りが変わります。神の国は最終的にすべてを吸い込む力です。

そうならばこのような結論を出すことができるでしょう。イエス・キリストを信じている者、神の国を所有している者、つまり、いのちある者が身分がどうであれどのような立場、状況、環境であろうと関係なく、その場その場の主役です。大学に行きますと一般的には教授が主役でしょう。教授が教える側で私たちは教わる側ですから。でも、そこに大学の教授がイエス・キリストを信じていないものであれば学生で成績がＢくらいしかとれない、Ｃでも仕方がないようなその人がもし神の国を持っている人であればその人が主役です。その人によってそのクラスや大学は変わるようになっているのです。これは約束です。神の国の力。宇宙にはブラックホールというのがあります。何もかも全部吸い込んでしまいますが、それよりも強いです。これがクリスチャンです。それで神様はヤコブに向かってこのようにおっしゃいました。「これからはあなたの名前をヤコブとは呼ばないでイスラエルと言いなさい」。イスラエルは何でしょうか。この世界の主役だという意味です。そのイスラエルも中東のイスラエルではなく、イエス・キリストを信じる者が新しいイスラエルです。私たちはイスラエルと呼ばれても、神とけんかし勝ちました。ここには意味がありますが、とにかく主人公と言います。皆さんの名前はイスラエル、主人公です。すべてをご存知のイエスさまは本当にしょぼくて今の段階でもからし種、パン種に見える弟子たち。サンダルを履いてお風呂も１か月間入っていないような姿で、性格もバラバラな弟子たちが集まったときに、まだ成長もしていないときです。まるでパン種、からし種のように見える彼らに向かってその時点でイエスさまはおっしゃいました。彼らも理解できない話です。「あなたがたは世の光です。世の塩です」とおっしゃいました。きちんと７０人訓練を受け卒業証書をもらってから言われたことではなく、まだまだ何も知らず失敗ばかりしているのだけれど、理由は一つイエスに従っていました。「あなたが世の光です。あなたが主人公です。この世を変える、この世生かすための主役です」と。アラムという国にナアマンと言う将軍がいました。立派な将軍です。鎧を見ると立派なのですがその内側の体はらい病を患っていました。そこに国がだめになり奴隷として捕り召使いをしていた小さな少女がひとりいました。その小さな少女は奴隷のように見えます。何かすると殺すこともできます。奴隷は財産ですから。そんなしょぼくて、しょぼくてしょうがないその少女の中に神の国があるということをだれも分かっていません。この少女が主役です。ナアマン将軍がこの少女によって助かりました。これが神の国です。しょぼく見える形などに左右され、それによって皆さんや人を評価したりしないようにしてください。また慌てないように。先ほども申し上げましたがイエスさまが最後におっしゃいました。オンリー聖霊が臨まれると力を得て地の果てにまでわたしの証人となります。どういう意味なのでしょうか。エルサレムからユダヤ人、サマリヤ人、全世界あなたがたが主役です。この教会がしょぼく見えるでしょう。ずっとしょぼいままでよいという意味ではありません。しょぼく見えるでしょうが、そんなものだと思っていてはいけません。美しい夢、３０倍、６０倍、１００倍、そしてすべてを吸い込むこの神の国の秘密、力を約束として握って世界の福音化を夢見ながら日本全国４７都道府県に神の国が臨まれることを握って、１千大学に学舎が建てられ大学生にいのちの福音が宣べ伝えられること、小さいことでは皆さんの人生の内側に福音の光が豊かに照らされて、皆さんの身の回りの家族にも照らされます。「家族はだめかな」と思うのは皆さんの思いです。また未信者の家族が皆さんを無視するかもしれません。だいたい女性が先にクリスチャンになる確率が多いです。それも先ほど申し上げました昔のように女性の方がしょぼいのです。だから、男性は今までのいろいろなことを参考にして無視します。一緒にそこに対抗してはいけません。「そうか。そういうものか」そういう要素もあるでしょう。またそのような目しか持っていないのです。しかし、「私の中に天の御国があることを知らないから、あなたも結局吸い込むよ」と祈ればよいのです。その力を信じてください。天の御国の祝福です。

まとめます。神の国の秘密、外見、始まりはしょぼく見えても結局すべてを変えていく力です。だから、形、外見と関係なくこのキリスト、イエスを持っている者は神の国、その人が主役です。その人をとおして必ず変わります。この約束を握ってください。それでまずは自分自身の弱さ、不幸な姿、だめなところなどを否定的な目で見ないように、それに対する劣等感などはすべて切って捨てるように、それは実は偉い人には見過ごされる天の御国の最高の唯一の祝福、答え、その神の国を入れられるための器であるということをまず認めてください。「良かったね。それでよいのだよ」と。ある意味、今現在、私たちを見たときにも「あの人ひどいな。大変だろうな」と思うように精神的に患っていて中々頑固な人々がいるかもしれません。でも、よくよく考えて見てください。彼らの中に本当に福音の秘密が入ると彼らはもっと大きく用いられるはずです。今精神的に患っている子どもでも。今さまよっている子どもでも。今もがいている子どもでも。そのような目で見ないといけません。そこにいのちの福音が蒔かれるとその人は今までの不幸、今までの悪い部分が全部、積極的な意味を持って神の国のために用いられます。それが無い人よりも何倍も用いられるようになります。ですから、人にある弱さ、弱点、人にある不幸、そして、だめな姿などに対する暗い思い、否定的な思いは全部切って捨てて、そこは天国を入れるために神様が許された神様の作品だと思って感謝してください。そういうものに捕らわれないでください。捉え方の問題です。そのように切って、それによって入れられている内側にある天国の祝福、いのちの祝福に集中しましょう。いのちの福音の祝福に集中することを外見やいろいろなことが邪魔します。福音の祝福を邪魔するものはどのようなものでも切って捨てないといけません。そのようにしてください。神の国の秘密が分かれば。
それから、外見、うわべなどを見て「うらやましい」と思わないようにしてください。それは別にだめなままで良いという意味ではないけれども「うらやましい」とよだれを垂らしているということは、神の国の秘密を今逃しているという裏返しなのでうらやましいことではなく、逆に「あのように素晴らしい華やかな格好をして神の国が入れられることを拒否されている」とかわいそうに思い祈っているとタイミングが来るとその華やかさが全部壊れて手を挙げ「主よ」と言う日が来ます。ですから、「うらやましい」と余計な競争心、嫉妬心、劣等感などは全部捨てるようにしましょう。まったくそうではありません。皆さん自分自身をしっかり整理してください。何ものにもひっかかることはありません。また後ろめたさ、劣等感などを持つ必要がありません。

それから、最後に自分自身を今現在の皆さんの現場が変わるための主役として認めてください。先ほど申し上げましたように美しい夢をいつも見ていてください。膨らむ夢。枝が成長して鳥がそこにやってきて巣をつくる夢、学校は学校なり、会社は会社なり、地域は地域なりにその美しい夢をいつも描いていてください。それが祈りです。必ず夢を持っていてください。エルサレムからユダヤ、サマリヤ全土、地の果てにまで変わるとおっしゃっているのですから。約束として信じる者、現場の祈りを回復しましょう。現場は必ず変わるのだと約束を握ってそこに聖霊の働きがなされ天の御国が現れて福音の運動がなされることを祈ってください。祈りをもって味わってください。これが現場の祈りです。なぜ皆さんが主人公なのにそれを譲ったりあきらめたりするのでしょうか。ある人は主役を嫌がる人もいます。いつまでたっても助演でよいのです。信仰の良いお母さんが主役なのです。私は助演で安心です。それは霊的な問題です。「システムがないとだめです。教会がああだ、こうだ」とかではなく独り立ちしないといけません。いつまでもママボーイになっていてはいけません。独立しないといけません。皆さん一人一人が主役ですからその自覚を持って祈っていきましょう。そうすると必ず変わります。パン種、からし種が膨らみ成長して大きな木になると神様がおっしゃいました。世の中の人は知らないでしょう。世の中の人が「教会ではこんなことがある。あなたの教会の信徒さんはこんな人だ」と言われそれが本当だとしても惑わされないでください。見ていてください。３０倍、６０倍そのときが来ます。それにいちいち対抗しないでください。元々そんなものです。そこに神の国を神様は隠していらっしゃるから。皆さん、信徒同士でもそれを見ないで「なんであんな人が長老なの。あんな人が執事なの。なんであんな人が教会に来ているのか。この教会は質が悪いね」と言っています。そうではなく神の秘密を味わってください。
〈お祈り〉
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。私たちの目を開いて神の国の秘密を見ることができるようにしてください。今までにあった肉の地上の様々な常識や基準が崩れて、神の国の秘密を握って勝利することができるように導いてください。一人一人が現場で現場が変わる美しい夢をしっかりと握って、現場の祈りを始めることができるように、そして、現場変化の主役としての自覚をしっかり持つことができるように。何より自分自身にある様々な嫌なもの、不幸なもの、弱さなどを感謝することができるように一人一人を祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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